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７
月
の
九
州
豪
雨
で
被
災
さ

れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
３
期
目
の
会
長
を
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
会
員
皆
様
に
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

か
つ
て
福
岡
女
子
大
学
の
改

革
に
ご
尽
力
を
く
だ
さ
い
ま
し

た
麻
生
前
知
事
は
、
開
学
記
念

日
の
ご
講
演
で

「
福
岡
女
子
大
学
は
福
岡
の
宝

で
あ
る
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
女

子
大
で
こ
そ
育
つ
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
百
周
年
を
や
が
て
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
そ

の
期
待
に
十
分
応
え
る
に
足
り

る
卒
業
生
で
あ
っ
た
か
と
、
ふ

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
厚
い
壁
と
格
闘
さ

れ
地
位
を
得
て
、
社
会
貢
献
さ

れ
て
い
る
同
窓
生
の
方
は
本
当

に
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
社
会
で
存
在
感
を
発
揮
さ

れ
て
い
る
姿
は
我
々
の
誇
り
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
改
め
て
思
う

こ
と
は
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
破

り
、
国
際
化
、
多
様
化
す
る
全

員
参
加
型
の
社
会
に
対
応
し
、

幅
広
く
活
躍
で
き
る
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
の
出
現
で
す
。
そ
れ
こ

そ
我
々
女
性
が
持
つ
べ
き
意
識

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
は
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
卒
業
生
に
と
っ
て
こ
の
上
な

い
喜
び
で
す
。
そ
れ
に
は
卒
業

生
の
生
き
方
も
大
き
く
問
わ
れ

る
は
ず
で
す
。

　

多
く
の
卒
業
生
の
願
い
・
努

力
が
集
ま
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
、

醸
し
出
さ
れ
る
一
滴
一
滴
は
き

っ
と
願
い
が
か
な
っ
た
も
の
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

百
周
年
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

の
輩
出
を
願
い
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
29
年
5
月
28
日
（
日
）

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開

催
。
11
時
の
開
始
当
初
、
226
名

の
会
員
の
出
席
が
あ
り
、
総
会

成
立
。

　

開
会
の
こ
と
ば
、
物
故
者
76

名
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
矢
野
会

長
は
挨
拶
の
中
で
、
新
し
く
開

設
し
た
同
窓
会
室
「
つ
く
し
み

会
室
」
の
活
用
を
促
し
た
。

議
事

１　

平
成
28
年
度
筑
紫
海
会
事

業
報
告

　

90
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、

薪
能
・
総
会
へ

女
専
の
方
を
招

待
、
岡
坂
明
日

花
さ
ん
へ
の
筑

紫
海
会
賞
の
授

与
、「
つ
く
し

み
会
室
」の
設
置
等
を
報
告
。

２　

平
成
28
年
度
筑
紫
海
会
会

計
決
算
報
告

　
　

監
査
報
告
の
後
、議
事
１
，

２
を
拍
手
で
承
認
。

３　

平
成
29
年
度
役
員
改
選

　
　

会
長
選
考
委
員
長
迫
田
理

事
よ
り
矢
野
会
長
を
再
選
し

た
事
、
理
事
選
考
委
員
長
の

住
吉
北
九
州
支
部
長
よ
り
5

名
の
新
理
事
を
選
考
し
た
こ

と
を
報
告
。

　
　

３
を
拍
手
で
承
認
の
の

ち
、
矢
野
新
会
長
よ
り
、
退

任
理
事
、
新
任
理
事
、
新
副

会
長
紹
介
。

４　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
案

　
　

薪
能
、
か
す
み
祭
参
加
、

お
茶
の
会
、
留
学
生
の
お
正

月
体
験
等
。

５　

平
成
29
年
度
予
算
案
審
議

　
　

５
月
29
日
の
薪
能
の
費
用

に
つ
い
て
の
質
問
に
、
特
別

講
演
会
の
予
算
を
見
込
ん
で

い
る
と
の
説
明
あ
り
。

　
　

４
，
５
を
拍
手
で
承
認

懇
親
会

　

総
会
終
了
後
、
休
憩
を
は
さ

み
、
12
時
20
分
よ
り
懇
親
会
開

始
。
開
会
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
梶
山
千
里
学
長
よ
り
、
福
岡

女
子
大
学
が
日
本
の
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
の
48
位
、
国
際
化
の
面

で
は
7
位
に
入
っ
た
と
の
報

告
、
又
、
学
生
の
感
性
を
磨
く

た
め
に
今
後
も
薪
能
を
行
う
旨

の
報
告
あ
り
。

　

女
専
の
方
へ
の
花
束
贈
呈
、

在
校
生
・
同
窓
生
に
よ
る
マ
ン

ド
リ
ン
演
奏
、
校
歌
斉
唱
、
次

年
度
当
番
学
年
の
紹
介
と
続

き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

閉
会
。

　
　
（
６
面
に
会
計
報
告
掲
載
）

▼
郷
土
の
伝
統
工
芸
に
「
佐
賀

錦
」
と
い
う
織
物
が
あ
り
ま

す
。
佐
賀
大
学
美
術
館
で
佐
賀

錦
織
の
几
帳
を
拝
観
し
、
精
緻

で
気
品
あ
る
美
に
魅
せ
ら
れ
ま

し
た
。
鹿
島
市
の
祐
徳
稲
荷
神

社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
几
帳

で
、
一
般
公
開
は
稀
で
す
。
勿

論
多
数
の
作
品
も
ま
さ
に
美
術

品
で
す
。
地
域
の
伝
統
工
芸
佐

賀
錦
を
若
い
人
に
伝
承
す
べ
く

大
学
の
講
座
に
な
っ
た
こ
と
を

記
念
し
て
の
展
示
で
す
。
▼
佐

賀
錦
は
江
戸
後
期
、
鹿
島
藩
主

夫
人
が
病
床
で
網
代
天
井
を
眺

め
な
が
ら
創
造
さ
れ
た
織
物
で

す
。
経
糸
は
和
紙
に
金
銀
箔
を

貼
っ
た
も
の
、
或
い
は
漆
を
塗

っ
た
も
の
、
緯
糸
は
綴そ

う
し
も
ろ
お
り

糸
諸
縒

の
絹
糸
で
す
。
糸
綜そ

う

統こ
う
や
筬お

さ

は
要
ら
な
い
綾
織
で
す
。
大
隈

重
信
候
の
支
援
を
受
け
明
治
43

年
ロ
ン
ド
ン
日
英
博
覧
会
に
出

品
し
、
日
本
手
芸
の
極
致
と
称

賛
さ
れ
、海
外
に
知
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
東
京
で
隆
盛
に
な
り
、

人
間
国
宝
の
古
賀
フ
ミ
氏
（
佐

賀
出
身
2016
年
没
）
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。
▼
地
域
の
伝
統
文
化

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
世

紀
を
超
え
て
伝
承
さ
れ
る
に
は

次
世
代
の
後
継
者
へ
き
ち
ん
と

手
渡
す
こ
と
で
す
。佐
賀
錦
は
、

唐
津
く
ん
ち
や
有
田
陶
器
ほ
ど

地
方
を
代
表
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
人
た

ち
が
創
っ
た
織
り
の
技
術
で
生

み
出
さ
れ
る
美
は
、
佐
賀
の
誇

り
あ
る
伝
統
文
化
・
文
化
遺
産

で
す
。
学
生
た
ち
が
郷
土
の
文

化
に
誇
り
を
も
っ
て
受
け
継
い

で
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

�

本
告　

禮
子
（
大
19
国
）

�

佐
賀
支
部

安永良徳 作「母子像」（穣り）
図書館棟２Ｆ

　

平
成
29
年
春
の
叙
勲
で
、
瑞

宝
大
綬
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
九
州
大
学
長
等

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
高
分
子

化
学
の
研
究
に
優
れ
た
業
績
を

挙
げ
、
学
術
の
発
展
に
貢
献
し

た
」
こ
と
を
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

平
成
29
年
5
月
9
日
、
皇
居

に
お
い
て
天
皇
陛
下
か
ら
勲
章

を
親
授
さ
れ
ま
し
た
。

日時：平成30年５月27日（日）
　　　11:00～15:00

場所：西鉄グランドホテル

当番：大学33,34,53,54,64回生
詳細は５月発行の94号をご覧ください。
　　多くの会員の皆様のご参加を
　　お待ち致しております。

　

女
専
・
大
学
卒
業
生
240
名
が

一
堂
に
会
し
、５
月
28
日
（
日
）

に
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
の
筑
紫
海

会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
栄
え
あ
る
瑞
宝
大
綬
章
を

授
与
さ
れ
、
ご
多
忙
の
中
ご
臨

席
賜
り
ま
し
た
梶
山
千
里
学
長

に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

準
備
委
員
の
ほ
と
ん
ど
は
仕

事
と
家
庭
（
育
児
、
介
護
等
）

の
両
輪
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
つ
つ

も
会
合
そ
の
も
の
を
楽
し
み
な

が
ら
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｇ
と
在

学
生
（
総
勢
13
名
）
に
よ
る
心

地
よ
い
演
奏
を
堪
能
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
の
絆
や
準
備
委
員

の
活
動
に
み
ら
れ
る
、
強
い
責

任
感
と
ま
じ
め
で
ひ
た
む
き
な

同
級
生
・
後
輩
の
姿
は
、
紛
れ

も
な
く
先
輩
諸
姉
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た「
な
で
し
こ
気
質
」

で
あ
り
、
90
余
年
の
大
学
の
歴

史
を
支
え
て
き
た
も
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
今
後
も
明
朗
闊

達
な
新
学
部
卒
業
生
を
加
え
た

新
し
い
筑
紫
海
会
の
伝
統
が
さ

ら
に
彩
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

福岡女子大学
同  窓  会

第93号
事務局　福岡女子大学内  TEL・FAX（092）692-3194
HP － http/www.fwu.ac.jp/tukusimikai/ または「筑紫海会」で検索

在校生・OB のマンドリン演奏 女専の方へ花束贈呈

波

紋

百
周
年
へ

福
岡
女
子
大
学

梶
山
千
里
理
事
長
兼
学
長

　

叙
勲
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

平
成
28
年
度

総
会
報
告

筑
紫
海
会
会
長
　
矢
野  

芙
美
子
（
大
10
国
）

平成30年度

筑紫海会総会予告

　
「
総
会
当
番
を
終
え
て
」

�

当
番
委
員
長　

田
上��

優
子
（
大
31
英
）　　

同窓会催し物のご案内を
タイムリーに

  お届けします。

①事務局宛に
Mail Addressを
お知らせ下さい。

② Facebook
「つくしみ会の部屋」
を開設しました。
「いいね」ボタンを
　お願いします。
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４
月
23
日
（
日
）、
第
６
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、
卒

業
生
122
名
を
迎
え
、
大
学
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

梶
山
千
里
理
事
長
兼
学
長
か

ら
「
今
（
2017
年
）、
福
岡
女
子

大
学
は
」
と
題
し
て
、
平
成
23

年
度
の
学
制
改
革
（
国
際
文
理

学
部
創
設
）
以
来
、
ま
す
ま
す

進
化
す
る
大
学
の
現
況
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
、
ザ
・
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
日
本
版
で
48
位
、
特
に

国
際
教
育
分
野
で
は
高
い
評
価

を
得
た
こ
と
、
学
生
の
意
識
の

向
上
、
福
岡
県
の
評
価
の
向
上

他
、
客
観
的
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
大
学
発
展
の
状
況
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
「
福

岡
女
子
大
学
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
～

100
年
後
の
未
来
へ
向
け
て
～
」

と
長
期
的
展
望
で
女
子
大
の
目

指
す
将
来
像
を
力
強
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

筑
紫
海
会
は
、
大
学
の
方
針

に
沿
っ
て
、
海
外
留
学
希
望
者

へ
の
支
援
、
美
術
館
事
業
や
感

性
教
育
へ
の
支
援
・
協
力
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
継

続
的
な
支
援
・
協
力
が
女
子
大

の
発
展
に
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

続
い
て
、
本
会
会
長
矢
野
芙

美
子
か
ら
「
誇
り
得
る
伝
統
か

ら
新
し
い
創
造
へ
」
と
し
て
、

ご
挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
の
春
退
官
な
さ
っ

た
先
生
方
へ
の
謝
意
の
こ
も
っ

た
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
筑
紫
海
会
賞
授
与

式
で
す
。今
年
の
被
表
彰
者
は
、

国
際
教
養
学
科
国
際
関
係
コ
ー

ス
４
年
の
岡
坂
明
日
花
さ
ん
。

会
長
よ
り
表
彰
状
・
副
賞
授
与

の
後
、
岡
坂
さ
ん
は
「
国
連
女

性
の
地
位
向
上
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ

Ｗ
）
に
参
加
し
て
」
と
い
う
プ

レ
ゼ
ン
で
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
筑
紫
海
会
賞
授
与
式
も
今

回
で
第
３
回
を
数
え
、
大
学
協

力
の
下
、
学
生
の
間
に
目
指
す

べ
き
賞
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ

れ
、
定
着
し
始
め
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
表
彰
式
で
し
た
。。

　

記
念
講
演
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
ラ
イ
タ
ー
で
あ
り
歌
人
で
も

あ
る
松
村
由
利
子
さ
ん
（
西
南

学
院
大
卒
）
が
「
情
報
を
読
む

　

世
界
を
読
む
」
と
い
う
演
題

で
話
さ
れ
ま
し
た
。（
下
欄
）

　

学
生
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
韓

国
語
大
会
」
を
実
施
し
た
活
動

報
告
も
あ
り
、
多
彩
な
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

（
講
演
の
要
旨
）

　

情
報
社
会
と
は
⋮
。Ｉ
Ｔ（
情

報
技
術
）
の
発
達
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
社
会
を
言
う
。

　

情
報
社
会
の
特
徴
は
、
①
時

間
・
空
間
的
な
制
限
な
く
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
②
豊
富

な
情
報
（
高
速
・
大
容
量
）
が

あ
る
。
③
個
人
に
よ
る
情
報
発

信
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
情
報
を
読
み
解

く
能
力
、
②
情
報
に
ア
ク
セ
ス

し
、
活
用
す
る
能
力
、
③
情
報

を
発
信
す
る
能
力
、
④
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
す
る
能
力
な
ど
で
あ

る
。

　

さ
て
、
情
報
社
会
の
到
来
で

私
た
ち
の
世
界
は
、
情
報
量
の

急
速
な
増
大
と
多
様
化
を
招
い

た
。
そ
の
情
報
量
は
、
人
間
が

処
理
で
き
な
い
多
量
さ
で
あ

り
、
思
考
停
止
を
招
く
多
量
さ

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
人
間
は

関
心
の
あ
る
も
の
だ
け
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
ず
、
世

界
へ
の
関
心
は
薄
く
な
っ
た
。

　

現
代
の
女
性
を
取
り
巻
く
状

況
の
変
化
と
し
て
、
1947
年
に
始

ま
る
男
女
平
等
を
保
障
し
支
え

る
法
律
の
成
立
が
あ
る
。
日
本

国
憲
法
、女
子
差
別
撤
廃
条
約
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児

休
業
法
（
育
児
・
介
護
休
業
法

に
改
正
）、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
の
成
立
で
あ
る
。
こ

れ
に
伴
っ
て
社
会
も
変
化
し
て

き
た
。

　

こ
こ
に
明
治
期
の
二
つ
の
文

章
、
正
岡
子
規
の
「
家
庭
の
団

欒
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
と
与
謝

野
晶
子
の
「
男
性
の
育
児
参
加

の
必
要
性
」
に
つい
て
が
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
文
章
は
、
こ
れ

ら
の
法
律
の
成
立
す
る
以
前
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
い

つ
、
誰
が
書
い
た
も
の
で
あ
る

か
」、
書
か
れ
た
時
代
や
男
女

の
い
ず
れ
が
書
い
た
も
の
で
あ

る
か
は
重
要
な
情
報
で
あ
り
、

現
代
に
通
用
す
る
価
値
を
未
だ

に
持
ち
続
け
、
第
１
次
情
報
と

し
て
生
き
続
け
て
い
る
文
章
で

あ
る
。

　

私
た
ち
が
情
報
を
読
む
力
と

は
⋮
。
断
片
的
な
情
報
が
ラ
ン

ダ
ム
に
並
列
さ
れ
た
世
界
で
、

①
自
ら
価
値
判
断
を
す
べ
き
時

代
で
あ
る
こ
と
、
②
ネ
ッ
ト
情

報
・
読
書
に
よ
っ
て
得
た
知
識

な
ど
を
総
動
員
し
て
リ
テ
ラ
シ

ー
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
、
③

過
去
の
情
報
は
時
代
背
景
ま
で

総
合
し
て
読
み
解
き
未
来
に
生

か
す
こ
と
。
こ
れ
ら
を
実
践
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
れ

が
す
な
わ
ち
世
界
を
読
む
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
あ
な
た
自
身

の
目
で
読
む
こ
と
に
な
る
。
Ｉ

Ｔ
の
発
達
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
で
、
内
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

わ
た
し
は
次
代
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
と
い
う
方
針
に
惹
か

れ
、
大
学
生
活
の
中
で
必
ず
な

に
か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う

思
い
と
共
に
福
岡
女
子
大
学
に

入
学
し
ま
し
た
。
周
囲
に
は
目

標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
人
が

多
く
、
負
け
ず
嫌
い
の
私
は
、

他
の
人
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑

張
ろ
う
と
こ
れ
ま
で
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

受
賞
が
決
ま
っ
た
時
、

正
直
、
私
の
周
り
に
は
も

っ
と
活
躍
し
て
い
る
友
人

が
い
る
の
に
私
が
こ
の
賞

を
頂
い
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
私
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
授
業

で
、
日
本
の
女
性
は
昇
進
や
賞

賛
さ
れ
る
こ
と
に
非
積
極
的
な

人
が
多
い
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ

が
管
理
職
に
お
け
る
女
性
の
割

合
が
低
い
こ
と
に
も
繋
が
っ
て

い
る
、
と
学
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
真
の
女
性
の
社

会
進
出
の
為
に
は
、
私
も
こ
こ

で
堂
々
と
喜
び
、
賞
を
頂
く
こ

と
が
最
適
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

学
ん
だ
こ
と
を
自
身
で
実
行

し
て
い
く
こ
と
は
想
像
以
上
に

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

実
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
新

し
い
こ
と
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

立
ち
向
か
う
壁
も
多
く
、
思
い

通
り
に
い
か
な
い
と
い
う
経
験

も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
賞
を
頂
け
た
こ
と

が
自
信
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も

ま
ず
は
行
動
し
て
み
る
こ
と
を

心
が
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

自
分
の
力
を
精
一
杯
発
揮
で

き
る
福
岡
女
子
大
学
で
勉
強
で

き
る
こ
と
の
喜
び
を
胸
に
、
支

え
て
く
れ
て
い
る
家
族
、友
人
、

そ
し
て
先
生
方
に
感
謝
し
、
今

後
と
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
（
月
）、
昨
年
に

続
い
て
「
薪
能
」
が
大
学
会
館

で
催
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

公
演
も
半
ば
で
火
入
れ
式
。

学
生
た
ち
と
共
に
、
大
学
側
は

今
井
副
学
長
、
筑
紫
海
会
は
江

島
副
会
長
が
点
火
、
薪
能
の
雰

囲
気
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
１
年
生
全
員
と
な

で
し
こ
寮
の
学
生
対
象
に
感
性

教
育
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１
年

生
の
感
想
。「
初
め
て
の
鑑
賞

で
す
が
、
以
前
か
ら
関
心
が
あ

っ
た
の
で
今
日
は
参
加
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。」「
日
本
の

伝
統
文
化
に
触
れ
ら
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
。」
興
味
深
く
楽
し

く
鑑
賞
し
た
学
生
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

筑
紫
海
会
で
は
、
大
学
の
方

針
で
あ
る
感
性
教
育
に
共
鳴

し
、
今
後
も
大
学
と
の
共
催
事

業
と
し
て
協
力
・
助
成
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

��

演
目
及
び
演
者

　

狂
言 

﹁
素す
お
う
お
と
し

襖
落
﹂

　
シ
テ　

山
本
東
次
郎
︵
人
間
国
宝
︶

　

能　

 

﹁
土つ
ち

蜘ぐ

蛛も

﹂

　

シ
テ　

観
世
喜
政

日　時：11／３（金・祝）・４（土） 10～16時
催　し：☆同窓会活動展示
　　　 ☆チャリティーバザー
会　場：同窓会室「つくしみ会室」
�　つくしみ会室を同窓生の憩いの場としてご利用ください。
�　簡単な飲み物等を準備しています。（セルフサービス）
　 ★バザーの品物提供にご協力をお願いします。
①�品　物
�　不要になったアクセサリ―・未使用の日用品及び雑貨等
�　（大きすぎるもの、食品不可）
②�搬入期日
　2017年10月23日（月）～27日（金）�10～16時
③�搬入方法
�　事務局に持参するか、郵送・宅急便（送料送り主負担）で。

日　時：11／15（水） 12～13時
会　場：大学研究棟１Ｆ　多目的スペース
催　し：軽食を取りながら、大学生と同窓生が気軽に語り
　 　　合います。皆様のご参加をお待ちします。

全てのお問い合わせ、お申込みなどは
TEL・FAX 092（692）3194　Ｅ-mail : tukusimikai@mb2.fwu.ac.jp

予
告

第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

期
日　

平
成
30
年
４
月
22
日
㈰

会
場　

大
学
会
館

★
募
集
・
申
し
込
み

参
加
希
望
の
方
は
、

各
支
部
長
・
ク
ラ
ス
委
員
を
通
じ
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

女子大比較では全国で第２位に。

開学記念式典・ホームカミングデー

４月２３日�日曜日　大学会館

第
３
回
筑
紫
海
会
賞  

受
賞
の
よ
ろ
こ
び

岡
坂��

明
日
花
（
国
際
教
養
学
科
４
年
）

記
念
講
演

情
報
を
読
む  

世
界
を
読
む

歌
人
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー

松
村��

由
利
子��

氏

第
２
回  

薪
能

平成29年度 かすみ祭 参加します

平成29年度  第４回 お茶の会
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近
畿
支
部
は
大
阪
・
京
都
府
、

兵
庫
・
滋
賀
・
奈
良
・
和
歌
山
・

三
重
・
愛
知
県
に
わ
た
っ
て
、

約
300
人
の
会
員
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
毎
年
6
月
に
総
会
を
開

催
、
8
月
に
支
部
便
り
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
10
年
以
上
前
に

総
会
幹
事
（
当
番
）
を
地
区
別

か
ら
卒
業
年
度
制
に
変
更
し
ま

し
た
。
総
会
会
場
は
滋
賀
（
近

江
）・
奈
良
・
京
都
と
古
都
・

名
所
旧
跡
・
観
光
地
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
変
化
に
富
ん
で

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
幹
事
さ
ん
は
、
大

27
回
生
６
名
の
皆
さ
ん
で
、
六

甲
山
を
背
に
木
々
の
緑
が
さ
わ

や
か
に
揺
れ
る
兵
庫
県
芦
屋
市

の
ホ
テ
ル
竹
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
筑
紫
海
会
本
部
か

ら
会
長
の
矢
野
芙
美
子
さ
ま
が

出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
同
窓
会

の
現
状
と
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
大
学
か
ら
は
森
田
健

大
学
院
教
授
が
出
席
し
て
く
だ

さ
り
、
福
岡
女
子
大
学
の
最
近

の
動
向
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

総
会
の
議
事
が
承
認
さ
れ
た

後
は
、
毎
回
お
楽
し
み
の
イ
ベ

ン
ト
が
幹
事
さ
ん
に
よ
っ
て
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

県
立
高
校
や
大
学
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
現
役
バ
リ
バ
リ
の
幹
事

さ
ん
た
ち
の
計
ら
い
で
、
県
立

西
宮
高
等
学
校
音
楽
科
卒
業
生

の
、
演
奏
家
と
し
て
活
躍
で
き

る
場
を
支
援
す
る
会
「
ゆ
ず
り

は
」
か
ら
来
て
い
た
だ
き
、
声

楽
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い
歌
の
数
々
を
ソ
プ
ラ

ノ
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
声
で
披
露

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
後

は
、
う
っ
と
り
と
聞
き
ほ
れ
て

い
た
私
た
ち
も
一
緒
に
「
学
生

時
代
」「
故
郷
」
を
歌
い
ま
し

た
。
美
味
し
い
食
事
を
頂
き
な

が
ら
、
和
や
か
に
旧
交
を
温
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
近
畿
支
部
で
は

毎
回
工
夫
を
凝
ら
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
会
員
さ
ん
の
高

齢
化
に
と
も
な
い
、
で
き
る
だ

け
交
通
の
便
の
良
い
所
も
考
え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
、
次
の

幹
事
さ
ん
の
確
保
、
参
加
者
を

増
や
す
工
夫
、
特
に
若
い
方
の

参
加
を
増
や
す
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
な
ど
悩
み
も
多

く
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
筑
豊
支
部
総
会
は

８
月
27
日
（
日
）
直
方
市
の
フ

ラ
ン
ス
料
理
店
梓
屋
に
お
い

て
、
直
鞍
地
区
の
当
番
で
来
賓

２
名
会
員
17
名
の
出
席
で
開
催

さ
れ
た
。
筑
紫
海
会
江
島
副
会

長
か
ら
は
、
来
る
百
周
年
事
業

へ
向
け
て
の
協
力
依
頼
な
ど
の

お
話
が
あ
り
、
本
学
の
学
部
長

中
村
教
授
か
ら
新
キ
ャ
ン
パ
ス

の
完
成
間
近
で
未
来
へ
進
展
す

る
福
岡
女
子
大
学
の
様
子
を
伺

う
こ
と
が
出
来
た
。

　

一
連
の
議
事
（
役
員
紹
介
、

経
過
報
告
、
会
計
報
告
）
に
続

い
て
今
後
の
課
題
と
し
て
、
二

つ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
一

つ
は
支
部
総
会
の
時
期
の
見
直

し
、
い
ま
一
つ
は
三
地
区
の
う

ち
一
番
少
人
数
の
地
区
か
ら
今

後
の
総
会
当
番
な
ど
を
受
け
持

つ
こ
と
が
困
難
と
の
申
し
出
が

数
年
前
か
ら
あ
り
、
今
後
検
討

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

総
会
後
の
催
し
音
楽
鑑
賞

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ピ
ア
ノ
伴

奏
）
は
「
情
熱
大
陸
」
に
始
ま

り
ク
ラ
シ
ッ
ク
７
曲
、
ア
ン
コ

―
ル
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
」。

美
し
く
も
心
躍
る
調
べ
に
時
は

瞬
く
間
に
流
れ
た
。
そ
の
後
の

懇
談
会
で
は
隣
り
合
わ
せ
た
未

知
の
若
い
世
代
が
意
気
投
合
し

て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
た
り
、

ど
の
席
も
親
し
み
に
満
ち
た
会

話
が
弾
ん
で
い
た
。
自
己
紹
介

の
中
で
女
専
卒
の
か
た
が
「
女

専
卒
業
後
、
別
の
資
格
取
得
の

た
め
進
学
し
、
そ
こ
で
も
多
く

の
友
人
を
得
た
。
自
分
は
今
日

ま
で
そ
の
資
格
を
活
か
し
て
生

き
て
き
た
。
し
か
し
高
齢
と
な

っ
て
病
ん
だ
と
き
駆
け
つ
け
て

親
身
に
助
け
て
く
れ
た
の
は
女

専
の
友
達
だ
っ
た
。
ラ
イ
セ
ン

ス
の
取
得
は
無
論
大
事
。
け
れ

ど
人
と
し
て
支
え
合
う
心
を
育

ん
だ
女
専
の
教
育
を
こ
の
年
齢

に
し
て
思
う
」
と
語
ら
れ
た
と

き
一
同
が
静
ま
り
返
っ
た
。
や

さ
し
さ
と
よ
く
行
き
届
い
た
心

に
包
ま
れ
た
今
年
度
総
会
も
２

時
半
閉
会
と
な
っ
た
。

　

今
年
も
会
へ
の
参
加
者
が
少

な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
た
。
母

校
は
程
度
の
差
は
あ
れ
誰
に
と

っ
て
も
心
の
拠
り
所
の
一
つ
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
日
々
多
忙
で
母
校
を
振
り

返
る
暇
な
く
、
ま
し
て
役
員
と

な
れ
ば
成
る
べ
く
は
御
免
被
り

た
い
と
い
う
の
が
一
般
の
心
情

と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

世
代
を
超
え
て
交
流
を
気
軽

に
楽
し
み
得
意
分
野
を
活
か
し

て
作
業
を
し
、
出
来
る
範
囲
で

母
校
に
貢
献
す
る
、
そ
の
よ
う

な
支
部
活
動
で
あ
る
た
め
に
、

ま
た
支
部
活
動
を
停
滞
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
志
あ
る
人
た
ち
と

手
を
携
え
て
更
に
知
恵
を
出
し

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

先
日
、
榊
莫
山
の
作
品
を
見

た
。
莫
山
の
世
界
は
私
を
豊
か

な
気
持
ち
に
誘
う
。
莫
山
の
名

前
を
知
っ
た
の
は
45
年
前
。

　

狭
い
部
室
に
著
作
集
が
置
い

て
あ
っ
た
。
法
帖
も
沢
山
あ
り

私
た
ち
は
好
み
の
書
体
の
法
帖

を
選
ん
で
臨
書
を
し
た
。
筆
を

持
つ
の
は
中
学
以
来
、
そ
の
自

由
な
空
気
に
大
学
生
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

　

部
室
か
ら
毛
氈
な
ら
ぬ
古
毛

布
を
黒
門
に
運
び
、
そ
こ
で
書

く
。
展
覧
会
の
前
に
な
る
と
合

宿
し
て
書
き
込
ん
だ
。合
宿
中
、

黒
門
か
ら
講
義
を
受
け
に
行
く

の
が
妙
に
楽
し
か
っ
た
。
夜
の

シ
ン
と
し
た
空
気
の
中
に
墨
の

香
り
、
白
い
紙
に
筆
の
線
の
重

厚
さ
、
軽
妙
さ
、
や
わ
ら
か
さ
。

面
白
く
て
只
々
書
い
た
。

　

当
時
の
書
道
部
指
導
は
肥
塚

先
生
。
新
し
い
お
手
本
を
頂
い

た
時
、
嬉
し
く
て
心
引
き
締
ま

る
思
い
が
し
た
。
関
西
で
知
り

合
っ
た
友
人
が
先
生
と
お
隣
ど

う
し
と
聞
い
て
、
人
の
出
会
い

の
不
思
議
さ
を
感
じ
た
。

　

作
品
を
書
き
終
え
る
と
裏
打

表
装
。
大
き
な
ベ
ニ
ヤ
板
の
上

に
作
品
を
置
く
。
糊
の
つ
い
た

紙
を
刷
毛
で
サ
ッ
と
刷
く
。
ス

ッ
と
ベ
ニ
ヤ
板
に
張
り
付
く
心

地
よ
さ
。
入
部
を
決
心
さ
せ
た

大
き
な
パ
ネ
ル
作
品
を
自
分
で

完
成
さ
せ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。

　

夏
休
み
中
の
合
宿
も
懐
か
し

い
。
ま
ず
思
い
出
す
大
宰
府
戒

壇
院
。
早
朝
に
銅
鑼
で
起
こ
さ

れ
び
っ
く
り
仰
天
。
座
禅
を
組

ん
で
も
無
心
に
は
程
遠
か
っ
た

あ
の
頃
。
そ
し
て
英
彦
山
青
年

の
家
。
福
岡
県
内
の
大
学
・
短

大
の
四
泊
五
日
の
連
盟
合
宿
。

体
育
館
に
所
狭
し
と
敷
き
詰
め

ら
れ
た
毛
氈
、
百
名
近
い
人
数

で
書
く
様
は
壮
観
で
あ
っ
た
。

　

学
生
時
代
を
振
り
返
っ
て
い

る
う
ち
に
若
や
い
だ
気
分
に
な

っ
て
来
た
。
書
道
が
日
本
文
化

を
楽
し
む
手
立
て
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
改
め
て
実
感
し
た
。

女
子
大
書
道
部
が
私
の
原
点

だ
。
書
道
部
の
発
展
を
祈
る
。

　私は書道部での文化祭と大学の記念行事にあわせた図書館での
企画展示が思い出に残っています。文化祭では、個人の展示に加
えて、遅くまで残って大きなシートにみんなで歌詞を書き上げて
体育館の天井につるしたり、「君の名は。」というテーマで大きな
紙を用意して、見に来てもらった方々に筆で名前を書いてもらう
ことで、書道を体験してもらったりしました。図書館での企画展
示は、先輩方が引退して初めての展示であったことと、記念行事
までの日程が短く不安でしたが、部員や先生、図書館の方々と話
し合いを重ね、扇に文字を書いた作品を展示しました。実際に展
示し終えたときは達成感を得ることができ、図書館の方々からお
礼のお言葉をいただいたときはとてもうれしかったです。私は最
初、ペン字を個人的に練習したくて入部しました。しかし、実際
はペン字だけではなく、筆で書く作品や、石に文字を彫って作る
篆刻という作品にも挑戦することができました。限られた時間の
中での準備や練習、作品作りなど、大変なこともありましたが、

この４年間、部員と協力しなが
ら、想像以上に多くの作品や人
に関わることができてよかった
です。これからも、女子大の皆
さんがそれぞれの部やサークル
で充実した活動ができればいい
なと思っています。閲覧室に彩りを添えました ! 連盟書道展にて

若
い
会
員
さ
ん
が
参
加
で
き
る

総
会
を
目
指
し
て

支
部
だ
よ
り

近
畿
支
部
長　

山
本  
コ
ズ
エ
（
大
16
理
）

ほ
ど
よ
い
配
慮
と
親
し
み
の
中
で

筑
豊
支
部
長　

井 

上  

壽 

子  

（
大
15
国
）

サ
ー
ク
ル
通
信
　
　『
書
道
部
』

書
道
部
の
こ
ろ網

田　

政
子
（
大
23
国
）

　『来たれ！ 新入部員』
国際教養学科 4 年　今村  若葉
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　第 92 号会報（5月 1日発行）において楽器の寄附についてご協力をお願いした
ところ、これまでに 5件の問い合わせがございました。また、その内の１件につ
きましては、既に提供いただいているところでございます。みなさまの温かいご
支援に心よりお礼申し上げます。
　さらに、下記に記載しております楽器について、引き続きみなさまのご協力を
お願いします。

　第 2期の募集期間は、12 月 22 日（金）までとなります。ご協力いただける方は、
お手数ですが下記までご一報ください。
　　福岡女子大学 100 周年記念事業事務局
　　電話番号：092 － 661 － 2412
　　E-Mail　：keiei4 ＠ fwu.ac.jp
　　受付時間：9 時～ 17 時（平日）
寄附に伴う経費は原則 100 周年記念事業で負担致します。
みなさまのお力添えを心よりお待ちしております。

　福岡女子大学では、7月10日（月）から8月18日（金）まで九州北部豪雨による募金
活動を実施。また、福岡県及び関係団体等が行っている「平成29年九州北部豪雨被
災地支援ボランティア」にも参加しました。
　このたび、8月2日（水）にJR香椎駅前広場において校外募金活動を実施しました。
　募金は、福岡県を通じて被災者の皆さまへお届けする予定です。
　募金活動に協力してくださった皆さまにお礼申し上げます。
　筑紫海会でも8月5日理事会において募金をして大学へ委託しました。

　

染
織
家
と
し
て
知
ら
れ
る
福

岡
女
専
卒
業
生
髙
木
秋
子
氏
の

作
品
展
が
2017
年
４
月
17
日（
月
）

～
28
日
（
金
）
福
岡
女
子
大
学

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
、
開
会
式
で
は
梶
山
千

里
学
長
挨
拶
の
あ
と
髙
木
保
子

氏
（
髙
木
秋
子
氏
長
男
の
妻
）

と
魚
里
洋
一
氏
（
福
岡
県
立
美

術
館
学
芸
課
長
）
の
対
談
と
解

説
が
あ
り
、
日
本
・
世
界
各
地

の
染
織
の
研
究
や
新
し
い
技
術

に
取
り
組
む
氏
の
姿
勢
が
語
ら

れ
、
大
勢
の
観
客
が
熱
心
に
聞

き
い
り
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

生
い
立
ち
女
専
時
代
か
ら
戦
争

を
経
て
絣
・
紬
を
作
る
ま
で

　

髙
木
秋
子
氏
は
1917
年
北
京
に

生
ま
れ
、
日
本
に
戻
っ
て
、
1929

年
12
歳
、
福
岡
高
等
女
学
校

（
現
・
県
立
福
岡
中
央
高
校
）

に
進
学
。
同
時
に
山
喜
多
二
郎

太
や
中
村
研
一
に
洋
画
を
学

び
、
絵
描
き
を
志
望
。
1937
年
本

学
を
卒
業
。
戦
後
、
こ
の
戦
争

に
生
き
残
れ
た
ら
、
素
材
そ
の

も
の
を
使
っ
て
物
を
創
り
出
す

仕
事
を
し
よ
う
と
繊
維
を
選
び

織
を
始
め
る
。
36
歳
で
久
留
米

絣
の
森
山
虎
雄
（
初
代
）
と
出

会
い
染
織
の
世
界
へ
。
61
歳
木

綿
地
風ふ

う

通つ
う

織お
り
を
始
め
、
69
歳

第
34
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
会

長
賞
を
受
賞
。
72
歳
中
国
を
訪

れ
経た

て

浮
う
き
の
織お

り
の
原
型
に
出
会
い

作
品
の
幅
を
広
げ
る
。
84
歳
作

品
集
「
木
綿
麗
容
」
を
出
版
。

85
歳
福
岡
県
立
美
術
館
に
て
作

品
展
。
89
歳
第
54
回
日
本
伝
統

工
芸
展
で
会
長
賞
を
受
賞
。

2008
年
90
歳
で
他
界
。

風
通
織
に
至
る
道
筋

　

美
術
館
１
階
で
は
学
生
時
代

を
は
じ
め
と
す
る
ス
ケ
ッ
チ
や

ノ
ー
ト
、
後
年
中
国
を
訪
れ
た

際
の
ミ
ャ
オ
族
の
帯
や
紗
織
の

設
計
図
な
ど
数
多
く
の
資
料
と

と
も
に
数
々
の
受
賞
作
併
せ
て

20
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

正
倉
院
裂ぎ

れ
の
中
に
も
例
が
見

ら
れ
る
二
重
織
の
一
つ
で
繊
細

な
技
法
を
用
い
る
風
通
織
。
髙

木
秋
子
氏
は
風
通
織
に
超
長
綿

35
㎜
以
上
の
長
さ
の
ス
ー
ピ
マ

綿
を
用
い
、
か
つ
て
試
み
た
絹

は
ス
ー
ピ
マ
綿
の
よ
う
な
し
な

や
か
さ
が
な
く
「
ち
っ
と
も
面

白
く
な
い
」
の
で
そ
れ
っ
き
り

使
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

工
夫
、
努
力
を
重
ね
、
表
裏

に
異
な
る
色
の
糸
を
用
い
て
平

織
り
の
二
重
組
織
と
し
、
文
様

の
部
分
で
表
裏
の
糸
が
反
対
に

な
る
よ
う
に
織
り
、
変
化
に
富

ん
だ
幾
何
学
文
様
な
ど
髙
木
秋

子
氏
の
高
い
技
術
が
見
所
。

　

そ
の
中
で
も
、
風
通
織
晩
年

の
代
表
作
３
点
が
中
２
階
に
展

示
さ
れ
た
。

　

会
期
中
23
日
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
が
あ
り
、
在
学
生
だ
け

で
な
く
、
卒
業
生
も
繊
細
で
美

し
い
染
織
作
品
を
鑑
賞
し
、
先

輩
の
偉
業
に
感
嘆
の
声
を
上
げ

て
い
た
。

　

大
学
17
回
生
は
今
年
70
歳
。

記
念
に
学
年
全
体
で
同
窓
会
を

開
き
ま
し
た
。
大
学
の
開
学
記

念
式
典
前
日
４
月
22
日
、
西
鉄

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
70
名
が
集

合
。
卒
業
後
初
め
て
集
ま
っ
た

英
文
科
も
22
名
の
参
加
で
す
。

　

家
政
科
実
行
委
員
の
一
人
が

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
っ
て
、
各

科
の
手
持
ち
の
写
真
や
卒
業
ア

ル
バ
ム
か
ら
「
思
い
出
の
ア
ル

バ
ム
」
を
作
成
。
会
の
最
初
に

上
映
し
て
気
分
は
一
気
に
学
生

時
代
へ
。
今
も
活
動
を
続
け
て

い
る
元
マ
ン
ク
ラ
部
員
の
演
奏

や
オ
カ
リ
ナ
演
奏
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
披
露
な
ど
3
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。

　

当
日
近
況
報
告
を
し
て
い
る

時
間
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、

事
前
に
参
加
申
し
込
み
は
が
き

に
近
況
を
書
い
て
も
ら
い
、
参

加
者
名
簿
に
記
入
し
て
お
く
工

夫
を
し
ま
し
た
。
欠
席
の
方
の

近
況
は
は
が
き
を
回
し
て
級
友

に
思
い
を
馳
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

ま
あ
ま
あ
元
気
に
生
活
で
き

て
い
て
今
日
こ
こ
に
参
加
で
き

た
こ
と
に
感
謝
す
る
気
持
ち

を
、
一
年
前
に
起
き
た
熊
本
地

震
へ
の
寄
付
に
込
め
、
女
子
大

の
後
輩
の
気
づ
き
か
ら
生
ま
れ

た
納
豆
石
鹸
「
つ
る
る
と
さ
ら

り
」（
150
個
）
の
販
売
利
益
と

現
金
寄
付
合
計
7
万
円
余
を

「
被
災
地
障
害
者
セ
ン
タ
ー
く

ま
も
と
」
に
送
り
ま
し
た
。

　

欠
席
理
由
に
夫
君
の
介
護
と

い
う
方
も
ち
ら
ほ
ら
あ
り
、
そ

う
い
う
歳
に
な
っ
た
の
だ
な
あ

と
思
い
つ
つ
、
二
次
会
も
50
名

参
加
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス、フルート、ピッコロ、
オーボエ、クラリネット、ファゴット、ホルン、トランペット、
トロンボーン、チューバ

ホストファミリー募集！
留学生のお正月体験（年末年始の1，2泊）

女子大の留学生を迎えていただける
ボランティアのご家庭を募集します。
申込み方法　10月末日までに①～⑤を記入の上、
　　　　　　下記の申込先へお申し込みください。
　① 〒　住所
　② 氏名（卒業回・学部）
　③ TEL 番号
　④ 家族構成（含ペット）
　⑤ Ｅ-mail アドレス（あれば）

TEL・FAX 092（692）3194　Ｅ-mail:tukusimikai@mb2.fwu.ac.jp

　福岡女子大学では、公開講座の受講生を募集しています。お気軽にお申
し込みください。内容はホームページをご覧いただくか、資料をご請求下
さい。

【お申込み・お問い合わせ】福岡女子大学地域連携センター
〒 813︲8529　福岡県福岡市東区香住ヶ丘 1-1-1
TEL：092︲661︲2728（直通）／092︲661︲2411（代表）　FAX：092︲692︲3220
E-mail：kyomenkow@fwu.ac.jp　　URL：http://www.fwu.ac.jp/collaboration/

ドイツ映画Ⅲ
移住背景を持つ
監督の映画

10/6
10/13,10/20

韓国の
裁判制度における
「司法の反日化」
という現象

2/17

平成29年度  福岡女子大学公開講座のご案内

▼学内募金活動の様子

▼生協売店

▲ Nan の木

髙
木
保
子
さ
ん
母
娘

髙 

木 

秋 

子︵
専
12
家
︶ 

展

福
岡
女
子
大
学
美
術
館

福
岡
女
専
の
教
育
が
育
ん
だ
髙
木
秋
子
の
染
織
の
世
界

古
稀
記
念
学
年
同
窓
会

戸
田  

裕
子
（
大
17
国
）

楽器の寄附ありがとうございました
福岡女子大学フィルハーモニー・オーケストラ

九州北部豪雨による募金活動を実施しました
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人
生
は
想
定
外
の
連
続
、
且

つ
選
択
の
連
続
だ
。
そ
の
結
果

「
今
の
私
が
想
定
外
」
で
笑
っ

て
し
ま
う
。

　

女
子
大
卒
業
3
週
間
後
、
私

は
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
を
開
始

し
た
。
語
学
留
学
で
1
年
滞
在

の
予
定
が
、
気
付
け
ば
6
年

弱
。
そ
の
間
、
英
国
空
港
管
理

局
と
関
空
の
技
術
提
携
契
約
書

翻
訳
、
某
テ
レ
ビ
局
の
イ
ギ
リ

ス
ロ
ケ
通
訳
等
を
経
て
、
ヴ
ァ

ー
ジ
ン
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク

航
空
の
本
社
オ
フ
ィ
ス
初
日
本

人
正
社
員
と
し
て
予
約
課
電
話

業
務
を
担
当
。
当
時
社
長
の
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
ソ
ン
氏
か

ら
の
歓
迎
の
直
電
や
各
部
長
達

と
の
交
流
は
私
の
宝
物
だ
。
残

念
な
が
ら
父
が
急
逝
し
、退
社
・

帰
国
の
道
を
選
ん
だ
。

　

福
岡
市
内
の
高
校
、
専
門
学

校
等
で
11
年
教
え
、
英
検
試
験

官
も
担
当
し
た
。
教
え
る
側
の

み
に
偏
り
た
く
な
く
て
、
積
極

的
に
自
分
を
生
徒
の
身
に
置
い

た
。
着
付
け
を
始
め
、
お
琴

（
12
年
）、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ス
キ

ー
、
小
型
船
舶
操
縦
（
4
級
の

ち
1
級
）、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、

パ
ソ
コ
ン
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）。
少
し
は
学
生
の
気
持
ち

に
寄
り
添
え
た
か
な
。

　

再
婚
を
機
に
日
本
の
ジ
ャ
ズ

発
祥
の
地
横
浜
に
移
り
、
念
願

の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
を
習
っ
た
。

元
東
京
芸
大
受
験
生
の
私
。
24

年
も
葛
藤
し
て
、
漸
く
ク
ラ
シ

ッ
ク
が
弾
け
な
く
な
る
恐
怖
か

ら
脱
出
し
た
。

　

11
年
前
、
猫
連
れ
キ
ャ
ン
プ

の
延
長
で
イ
ギ
リ
ス
の
至
る
所

で
見
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー

ラ
ー
に
辿
り
つ
い
た
。
私
に
は

生
涯
最
高
の
購
入
物
だ
。日
程
・

目
的
地
急
変
更
、
切
り
離
し
て

観
光
・
温
泉
へ
と
自
由
度
満
点
。

災
害
時
に
は
即
仮
設
住
宅
だ
。

既
に
46
都
道
府
県
、
宗
谷
岬
～

佐
多
岬
ま
で
牽
引
走
破
し
た
。

運
転
大
好
き
！
牽
引
免
許
も
取

っ
た
。

　

次
第
に
緑
の
多
い
広
い
田
舎

で
暮
ら
し
た
く
な
り
、
4
年
前

筥
崎
宮
の
氏
神
様
に
導
か
れ
？

全
国
八
幡
総
本
宮
宇
佐
神
宮
が

あ
る
大
分
県
宇
佐
市
の
山
間
へ

移
住
し
た
。
草
と
木
と
土
の
香

り
が
脳
を
活
性
化
す
る
。
そ
の

香
り
の
庭
で
蛍
や
満
天
の
星
空

を
眺
め
る
。
薪
ス
ト
ー
ブ
は
至

福
の
暖
か
さ
だ
。
そ
の
下
段
の

オ
ー
ヴ
ン
で
庭
で
収
穫
し
た
芋

を
焼
く
。
車
の
走
行
距
離
は
増

え
た
が
、
燃
費
が
ほ
ぼ
倍
以
上

伸
び
て
い
る
。

　

さ
て
、
1500
組
以
上
登
録
の
ト

レ
ー
ラ
ー
組
織
の
お
か
げ
で
今

や
日
本
全
国
に
友
達
が
い
る
。

去
年
毎
年
恒
例
の
全
国
オ
フ
を

私
が
初
女
性
幹
事
と
な
り
、
宇

佐
市
の
後
援
を
得
て
、
17
回
目

に
し
て
初
め
て
九
州
を
会
場
に

し
た
。
開
催
を
2
週
間
後
に
控

え
熊
本
大
分
大
地
震
が
発
生
。

苦
悩
の
末
開
催
決
定
宣
言
を
し

た
。
60
組
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
が

宮
城
～
鹿
児
島
の
100
組
300
人
以

上
が
集
合
。
観
光
、
買
物
、
募

金
で
の
被
災
地
へ
の
復
興
応
援

に
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
役
を
引
き
受
け
た
理

由
の
一
つ
は
企
画
、
運
営
、
統

括
及
び
社
長
業
の
修
行
に
な
る

と
信
じ
た
か
ら
。
田
舎
は
仕
事

が
無
い
？
な
ら
作
れ
ば
？
雇
用

だ
っ
て
創
れ
る
か
も
！
実
は
戦

略
的
田
舎
暮
ら
し
な
の
だ
。
ま

ず
は
貿
易
関
連
の
翻
訳
・
通
訳

業
を
開
始
し
た
。
こ
こ
か
ら
先

ど
の
点
と
点
が
ど
ん
な
線
を
描

く
の
か
。
過
去
が
繋
げ
る
未
来

に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。
さ
ぁ

あ
な
た
の
点
と
点
は
ど
ん
な
線

を
描
く
？

　

2016
年
4
月
17
日
開
学
90
周
年

の
折
、日
展
作
品
「
浜
の
風
景
」

100
号
（
162
㎝
×
130
㎝
）
を
寄
贈

い
た
し
ま
し
た
。
一
点
の
つ
も

り
が
4
～
5
点
と
ご
指
示
が
あ

り
、
戸
惑
い
な
が
ら
4
点
を
選

び
ま
し
た
。
新
築
の
研
究
棟
エ

リ
ア
の
広
い
壁
面
に
4
点
並
ぶ

と
、
未
熟
な
が
ら
壮
観
だ
な
と

感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
が
若

い
後
輩
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は

私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
喜
び
で

す
。
筑
紫
海
会
の
矢
野
会
長
様

は
じ
め
、
お
骨
折
り
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

絵
筆
を
と
り
ま
し
て
40
年
余

り
、
日
展
入
選
20
回
の
節
目
に

こ
れ
ま
で
の
画
業
を
ま
と
め
る

こ
と
を
思
い
立
ち
、
100
号
か
ら

油
彩
の
小
品
、
旅
の
ス
ケ
ッ
チ

ま
で
計
89
点
を
「
原
田
康
子
画

集
」
と
し
て
寄
贈
の
折
に
合
わ

せ
て
刊
行
し
、
本
学
に
も
納
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
住
ま
い
が
遠
隔
地
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
女
子
大
に
足

を
運
ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
の
式
典
で
国
文
15

回
生
の
仲
間
（
い
ち
ご
会
）
と

も
久
し
ぶ
り
に
旧
交
を
温
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

驚
い
た
の
は
諸
施
設
を
含
め
た

女
子
大
の
充
実
ぶ
り
で
す
。
百

周
年
に
向
け
て
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
く
母
校
を
心
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。　
　

　

子
供
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
は
大
好
き
で
し
た
の
で
、
1975

年
和
歌
山
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク

ー
ル
で
油
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
10
年
間
徹
底
し
て
写
実
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千
葉

県
船
橋
市
に
居
住
し
1991
年
、
師

事
し
て
い
る
先
生
か
ら
「
君
、

日
展
に
出
品
し
た
ら
！
」
と
言

わ
れ
、
半
信
半
疑
で
浜
辺
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
漁
網
を
配

し
て
遠
く
に
海
を
見
る
構
図

「
浜
の
風
景
」
が
、
思
い
も
か

け
ず
初
出
品
初
入
選
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
和
歌

山
の
独
立
美
術
協
会
、
千
葉
の

光
風
会
の
両
先
生
の
厳
し
い
ご

指
導
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ

こ
か
ら
が
私
の
本
腰
を
入
れ
た

絵
画
の
道
の
始
ま
り
で
し
た
。

幼
い
頃
遊
ん
だ
行
橋
・
長
井
浜

へ
の
憧
憬
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

日
展
、
光
風
会
展
の
テ
ー
マ
は

一
貫
し
て
「
海
辺
の
ロ
マ
ン
」

を
追
い
求
め
て
き
ま
し
た
。
絵

を
構
成
す
る
素
材
を
求
め
て
専

ら
房
総
の
海
を
訪
ね
、
漁
師
さ

ん
と
の
素
朴
な
触
れ
合
い
の
中

か
ら
、
漁
網
、
ラ
ン
プ
、
船
板
、

船
窓
な
ど
を
分
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
創
作
に
は
た
い
へ
ん

な
苦
し
み
が
伴
い
ま
す
が
、
大

き
な
生
き
が
い
を
得
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
の

人
生
で
し
た
。
そ
ん
な
私
を
い

つ
も
励
ま
し
て
く
れ
た
の
は
関

東
地
区
在
住
の
「
い
ち
ご
会
」

の
仲
間
で
す
。
国
立
新
美
術
館

で
の
日
展
鑑
賞
後
の
楽
し
い
ラ

ン
チ
と
お
し
ゃ
べ
り
の
ミ
ニ
同

窓
会
が
、
私
の
安
ら
ぎ
で
あ
り

元
気
の
源
で
し
た
。

　

実
は
私
は
呼
吸
器
に
持
病
が

あ
り
、
主
治
医
に
油
絵
を
描
く

こ
と
は
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

残
念
で
す
が
日
展
へ
の
出
品
は

昨
2016
年
で
終
わ
り
と
し
ま
し

た
。
今
は
水
彩
で
の
ス
ケ
ッ
チ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
か

ま
た
、
展
示
さ
れ
て
い
る
4
点

の
寄
贈
作
品
を
観
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
末
筆
に
な
り
ま

す
が
、
福
岡
女
子
大
学
の
一
層

の
ご
隆
盛
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
春
、
学
内
の
図
書
館

に
「
村
上
祥
子
料
理
研
究
資
料

文
庫
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
在
学
中
、
村
上
先
生
の
料

理
ス
タ
ジ
オ
で
、
ま
さ
に
こ
の

資
料
整
理
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
、
卒
業
し
て
2
年
後
、
村
上

先
生
の
元
で
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
先
生
が

こ
の
誌
面
に
「
50
歳　

今
輝
け

る
と
き
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

寄
稿
さ
れ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
先
生
と
の
出
会
い
は
、
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
し
た
。

　

人
生
回
り
道
は
な
く
、
そ
の

道
は
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
村
上
先
生

と
の
ご
縁
で
、
2013
年
に
「
野
崎

さ
ん
の
お
い
し
い
か
さ
増
し
ダ

イ
エ
ッ
ト
レ
シ
ピ
」2016
年
に「
ア

ス
リ
ー
ト
シ
ェ
フ
の
チ
キ
ン
ブ

レ
ス
ト
レ
シ
ピ
」
を
柴
田
書
店

か
ら
共
著
出
版
し
ま
し
た
。
以

前
の
私
で
し
た
ら
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
勇
気
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
今
で
は
、
頼
れ
る
仲
間

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
福
岡
県

栄
養
士
会
で
役
員
活
動
を
し
て

10
年
に
な
り
ま
す
。
き
っ
か
け

は
、
初
め
て
参
加
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
、
先
輩
方
が
楽
ん
で
活
動

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
参

加
す
る
と
、
い
ろ
ん
な
業
種
の

栄
養
士
と
顔
見
知
り
に
な
り
、

横
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
ま

す
。
困
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の

つ
な
が
り
に
ア
ク
セ
ス
す
る
ん

で
す
（
笑
）。
強
い
味
方
で
す
。

　

今
、
私
は
福
岡
市
中
央
区
笹

丘
に
あ
る
﹃
有
料
老
人
ホ
ー
ム

フ
ィ
ラ
ン
ソ
レ
イ
ユ
笹
丘
﹄
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
ご
入
居
者

は
、
平
均
年
齢
87
歳
の
人
生
の

大
先
輩
。
学
ぶ
こ
と
だ
ら
け
で

す
。「
人
は
何
の
た
め
に
生
き

る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
そ
ん
な

問
い
に
も
簡
潔
に
答
え
て
下

さ
い
ま
す
。「
そ
り
ゃ
ぁ
、
人

の
為
に
決
ま
っ
と
る
」
99
歳
の

男
性
で
す
。
100
歳
の
女
性
に
尋

ね
た
時
も
、
答
え
は
同
じ
で
し

た
。
一
方
、
あ
る
ご
入
居
者
は

深
い
た
め
息
の
後
、
こ
う
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。「
も
う
夢
も
希

望
も
な
い
か
ら
、
早
く
お
迎
え

が
来
な
い
か
し
ら
」
そ
の
お
気

持
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
言
葉
を
並
べ
る
と
、
人

は
人
の
為
に
生
き
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
喜
び
を
感
じ
、
輝
い
て

い
ら
れ
る
の
か
な
ぁ
と
。
お
迎

え
を
待
つ
ご
入
居
者
も
、
き
っ

と
ご
家
族
の
為
に
生
き
て
来
ら

れ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

入
学
当
時
、
薬
学
の
道
を
め

ざ
し
て
い
た
私
は
、
前
を
向
け

ず
に
周
り
を
困
ら
せ
ま
し
た

が
、「
医
食
同
源
」
と
い
う
言

葉
に
出
会
い
、「
食
」
の
道
に

馴
染
ん
で
い
き
ま
し
た
。ま
た
、

最
初
に
選
ん
だ
仕
事
は
、
栄
養

士
で
は
な
く
食
の
サ
ー
ビ
ス
業

で
し
た
。
回
り
道
の
よ
う
で
す

が
、
す
べ
て
が
私
の
糧
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

「
人
」
が
財
産
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
後
輩
の
育
成

も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
校
か
ら
の
栄
養
士
校
外
実
習

を
受
け
て
7
年
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
9
月
に
母
校
か

ら
実
習
生
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
続
く
、

こ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国文 15 回生の皆様と
「浜の風景」の前で（左から 4 番目）

画集より「パリ」
水彩スケッチ

どこでも一緒♡大枚叩いた
キャンピングトレーラー

「やせる」がキーワードの
気になる書籍！

私
の
絵
画
人
生

原
田 

康
子 

さ
ん
（
大
15
国
）

～
母
校
へ
の
絵
画
寄
贈
に
寄
せ
て
～

点
と
線

柳
沼 

み
ち
る 

さ
ん
（
大
32
英
）

人
生
回
り
道
は
な
し山

下  

圭
子 

さ
ん
（
大
42
食
）

～
つ
な
が
り
を
大
切
に
～


